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■ 施設のコンセプト

○県西部の交通の要衝を管轄する警察署として多様な事案に的確に対応できる機能を有した施設

○地域の治安・災害拠点として警察活動を維持する機能を有した施設

○高度なセキュリティが確保された施設

○来庁者の利便性に配慮し、安心感・親近感が持てる施設

○周辺住宅に配慮し、環境に優しく経済性に優れた施設

■ 再編の概要

 砺波、南砺、小矢部の３警察署で再編

（仮称）砺波警察署 基本設計の概要
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配置計画



整備概要

建 設 地 砺波市苗加７３８番１ほか（国道３５９号沿い）

敷 地 面 積 約１４,６００㎡（令和６年用地買収）

延 床 面 積 約４,５３０㎡（庁舎棟、車庫棟）

構 造 等
庁舎棟：鉄筋コンクリート造３階建て（一部４階）
車庫棟：鉄骨造平屋建て

駐 車 場 職員用：120台、来庁者用：100台

今後の予定
令和７年度 実施設計、地質調査、土地造成工事
令和８年度後半 建設工事着手
令和10年度中   竣工、運用開始
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施設の特長
➢建物デザイン、庁舎ゾーニング計画

・日本的で洗練された木の風合いのある外観

・砺波市、南砺市、小矢部市の地場産材料を取り入れた内装や伝統構法の採用

・窓口業務の集約化と親しみやすく相談しやすい空間
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➢防災拠点としての機能確保

・重要度係数1.5に対応する地震安全性の確保

・72時間連続運転可能な非常用発電設備の設置

・災害時におけるヘリコプターの飛行場外離着陸場の設置

➢カーボンニュートラルの実現

・照明のＬＥＤ化や太陽光発電設備など再生可能エネルギーの導入

・ＺＥＢ化（ＺＥＢ Ｒeady相当以上）による環境配慮型施設
（担当）県警会計課
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